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まなびのひろば

【問合せ】廃棄物対策課　☎７８２－０３３９
ごみにしない！３Ｒ推進コーナー「おいしい食べきり運動」

を実践し、一人ひとりができること
から食品ロス削減に取り組もう！

おいしい食べきり運動
　南魚沼市・魚沼市・湯沢町の２市１町で食品ロス削減
運動に取り組んでいます。食品ロスを減らすために、一
人ひとりができることから始めましょう。
　食べ物を無駄にするのは、もったいない！

「おいしく残さず食べきろう！」

食品ロスとは
　まだ食べられるのに捨てられてしまう食品の
ことを「食品ロス」と言います。
　日本の食品ロスの量は年間６００万ｔを超え
ると言われています。
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